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TT--EngineEngineのオープン戦略のオープン戦略

■■TT--EngineEngine／／TRONTRONプロジェクトは常にプロジェクトは常に ““OpenOpen””

■■TT--EngineEngine／／TRONTRONのの趣旨に賛同いただける方々と趣旨に賛同いただける方々と
はいつでも提携するはいつでも提携する

TT--EngineEngine の提携状況の提携状況

T-Inte
grator
NexWave

T-Linux
MontaVista

etc...

TT--BusBus

Device DriversDevice Drivers

TT--KernelKernel/EE/EE
EnterpriseEnterprise--ExtensionExtension

TT--
KernelKernel/TE/TE
TinyTiny--ExtensionExtension

TT--EngineEngineμμTT--EngineEngine

TT--MonitorMonitor

TT--KernelKernel

TT--KernelKernel/SE/SE
StandardStandard--ExtensionExtension

T-Wireless
NTT DoCoMo

T-Java
Sun, Aplix, ...
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提携がもたらす提携がもたらす
技術的意義技術的意義

技術背景技術背景

■■リアルタイムカーネルと情報系リアルタイムカーネルと情報系OSOSカーネルカーネル

●● リアルタイムカーネルリアルタイムカーネル
━機器制御、組込み機器のために開発された技術から発達

（例）TRONアーキテクチャ…T-Kernel、各種TRON OS

●● 情報系情報系OSOSカーネルカーネル
━数値計算、TSSのために開発された技術から発達

（例）Windows、Linux、Solaris、…

■■用途、技術的フォーカスが異なる。用途、技術的フォーカスが異なる。
！！ 良し悪しの問題ではない。良し悪しの問題ではない。
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RTRTカーネルのスケジューリングカーネルのスケジューリング
Event 1 Event 2

Task1

Task2

Task3
BackgroundTask

処理横取

処理横取 処理復帰

処理復帰

Event 2

Task2

Task3

wait

wait

Event 1

処理開始処理開始

Event 2応答 Event 1応答

Event 2応答 Event 1応答

RoundRound
RobinRobin
SchedulingScheduling

EventEvent
DrivenDriven
SchedulingScheduling
イベントの発生と優先度
に応じてタスクスケジュー
リング

一定時間毎にタスク
スケジューリング

Task1

優先度

時刻

時刻

情報系情報系OSOSカーネル限界カーネル限界

■■情報系情報系OSOSカーネルで行うリアルタイム処理には、カーネルで行うリアルタイム処理には、

技術的限界がある。技術的限界がある。

■■ソフトリアルタイムソフトリアルタイム
●● 典型的には、ユーザインタフェースを中心とした、数ミリ秒を争う応答典型的には、ユーザインタフェースを中心とした、数ミリ秒を争う応答
を扱うを扱う

■■ハードリアルタイムハードリアルタイム
●● 典型的には、機械制御、通信制御を目的とした、マイクロ秒を争う応典型的には、機械制御、通信制御を目的とした、マイクロ秒を争う応
答を扱う答を扱う
　実現のためには、リアルタイムカーネルが必須　実現のためには、リアルタイムカーネルが必須
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今、求められている技術今、求められている技術

■■現在の状況現在の状況
●● 情報系情報系OSOSカーネル上に、膨大なソフトウェア資産が蓄積カーネル上に、膨大なソフトウェア資産が蓄積

●● コンピュータの応用は、ますます高度なリアルタイム性が必要にコンピュータの応用は、ますます高度なリアルタイム性が必要に

■■情報系情報系OSOSカーネル上のソフトウェア資産を活かしカーネル上のソフトウェア資産を活かし

つつ、リアルタイム性を向上させたいつつ、リアルタイム性を向上させたい

■■情報系情報系OSOSカーネルとリアルタイムカーネルの融合カーネルとリアルタイムカーネルの融合

によりニーズに対応した新しいプラットフォームが実によりニーズに対応した新しいプラットフォームが実
現現

情報系情報系OSOSカーネルカーネルのリアルタイム化のリアルタイム化

■■ 情報系情報系OSOSカーネルをゲストカーネルをゲストOSOSとして、リアルタイとして、リアルタイ

ム化するためには、様々な手法がある。ム化するためには、様々な手法がある。
！！ 情報系情報系OSOSカーネル上に、リアルタイムシステムを構築することはできカーネル上に、リアルタイムシステムを構築することはでき
ないない

ゲストゲストOSOS

ThreadThreadThreadThreadRT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

TT--KernelKernel

RT RT 
TaskTaskThreadThread

ゲストゲストOSOS

ThreadThread
RT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

TT--KernelKernel

RT RT 
TaskTask

ゲストゲストOSOSTT--KernelKernel

ThreadThreadThreadThread
RT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

(3) (3) Type 3Type 3(1) (1) Type 1Type 1

(2) (2) Type 2Type 2
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Type 1Type 1型（完全ハイブリッド）型（完全ハイブリッド）

■■TT--KernelKernelが管理する資源とゲストが管理する資源とゲストOSOSが管理する資が管理する資

源を、完全に分離源を、完全に分離

■■スケジューリングも割込み処理も完全分離スケジューリングも割込み処理も完全分離

ThreadThread

ゲストゲストOSOS

ThreadThread
RT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

TT--KernelKernel

RT RT 
TaskTask

Type 2Type 2型　（部分ハイブリッド型）型　（部分ハイブリッド型）

ゲストゲストOSOSTT--KernelKernel

ThreadThreadThreadThread
RT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

■■割込みやスケジューリングは、割込みやスケジューリングは、TT--KernelKernel側が側が優先的優先的

に行われる。に行われる。

■■資源管理は基本的に、両者で分割する資源管理は基本的に、両者で分割する
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Type 3 Type 3 （（Kernel on KernelKernel on Kernel型）型）

■■ゲストゲストOSOSシステム全体を、システム全体を、TT--KernelKernelのタスク（１つ、まのタスク（１つ、ま

たは複数）として実装する方式たは複数）として実装する方式

※※ TT--KernelKernel側が側が提供するインタフェースレベルによっ提供するインタフェースレベルによっ

て更に分類て更に分類

ゲストゲストOSOS

ThreadThreadThreadThreadRT RT 
TaskTask

RT RT 
TaskTask

TT--KernelKernel

RT RT 
TaskTask

Windows CE .NETWindows CE .NET
／／TT--EngineEngineの実現の実現



8

Type 2Type 2による実現による実現

Windows Windows 
CE .NETCE .NET
KernelKernel

……
Win.Win.

ThreadThread……
TKTK

TaskTask

　　　　　　　　　　　　　　TT--EngineEngine

TT--KernelKernel
TT--BusBus

Win.Win.
ThreadThread

Win.Win.
ThreadThread

TKTK
TaskTask

TKTK
TaskTask

割込割込

割込割込
スケジューリングスケジューリング
同期通信同期通信

TT--KernelKernelのライセンスのライセンス
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TT--KernelKernelのクリアなライセンスのクリアなライセンス

1.1. TRONTRONオープンライセンスオープンライセンス

GPLGPLと異なり、利用者が加えた改造部分を秘密にする権利の放棄と異なり、利用者が加えた改造部分を秘密にする権利の放棄
を強制しないを強制しない 改造部分を秘密にすることも可能改造部分を秘密にすることも可能

バイナリー配布だけも可能バイナリー配布だけも可能

組込みシステム製品に適したライセンス組込みシステム製品に適したライセンス

2.2. TT--EngineEngine ForumForumが責任をもってリリースが責任をもってリリース

●● オープンコミュニティーで、不特定多数者が持ち寄ったプログラムコーオープンコミュニティーで、不特定多数者が持ち寄ったプログラムコー
ドではないため、ドではないため、IPIPの所在が明確。の所在が明確。

■■ 機器ベンダーは安心してカーネルを利用可能機器ベンダーは安心してカーネルを利用可能

For More InformationFor More Information

TT--EngineEngineフォーラムフォーラム

http://www.thttp://www.t--engine.org/engine.org/

office@office@tt--engineengine.org.org
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資料１ 

T-Engine 
 

T-Engine とは？ 

 “T-Engine”（ティー・エンジン）は、坂村健・東京大学教授が提唱する、規格化
されたハードウェア（T-Engine）と 標準リアルタイムカーネル（T-Kernel）
からなる組込みシステムのオープンな標準プラットフォームです。そのアー

キテクチャは、あらゆるMPUアーキテクチャから独立で、T-Kernel上に作
られたミドルウェアを MPU アーキテクチャによらず流通させることに最大
の目標をおいています。T-Engineは携帯情報機器やネットワーク接続型の家
電機器などのいわゆる組込みシステムを効率良く短期間で開発するために最

適なアーキテクチャになっています。さらに、T-Engineはネットワーク常時
接続を前提としています。そのため、eTRON1と呼ぶ、TRON プロジェクト

のセキュリティアーキテクチャに対応し、セキュリティが完全ではないイン

ターネットなどのネットワークを経由しても盗聴、改竄、なりすましから防

御し、安全に電子情報を送ることができます。 
 T-Engineは半導体メーカー、ハードウェアメーカー、ソフトウェアメーカ
ー、 システムメーカーの連携を円滑にし、相互のビジネスを活発化し、 開
発期間や開発コストの低減により付加価値の高い製品を短期間で提供するこ

とができます。T-Engineは高度な半導体技術や実装技術、ソフトウェア技術
を採用しており、 他の追随を許さない先進的な応用製品の開発を行うことが
できます。 その究極的に目指すところは、あらゆるものにコンピュータを入
れ、ネットワークでつなぐユビキタス・コンピューティング環境の実現です。

T-Engineの開発には、すでにハードウェア／ソフトウェア／システムを開発
する企業が数多く参画し、 様々な T-Engineプラットフォームならびに応用
システムが、既に製品化されています。 
 

世界最大シェアを持つ TRON 

 コンピュータの心臓部分である MPU2、MCU3の生産量は、世界中で年間

約 80億個です。そのうち、パソコンやワークステーション、サーバー類に用
いられるものが、約 1.5億個、残りの 95%以上は機器組込み型に使われます。
TRONアーキテクチャは、主に、携帯電話や情報家電機器、自動車などの機

                                                  
1 Entity and Economy TRON 
2 MPU: Micro Processor Unit（マイクロプロセッサユニット） 
3 MCU: Micro Controller Unit（マイクロコントローラユニット） 
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械制御といった、機器組込み型のコンピュータで利用されており4、それらの

うち 16bit MPU利用の約 60%が TRONアーキテクチャの基本ソフトウェア
（オペレーティングシステム）を搭載しています。従って、TRONアーキテ
クチャは、コンピュータの最大用途であるコンピュータ組込み型機器の基本

ソフトウェアにおいて、世界最大のシェアを有しています。その TRONアー
キテクチャにおける、次世代の標準ハードウェアが T-Engine、標準基本ソフ
トウェアが T-Kernelです。 
 

T-Engine 

 T-Engineはユビキタス・コンピューティング環境を構成するハードウェア
の規格です。各製品の範囲に応じて 4種類のシリーズを用意します（図 1）。 
1. 標準 T-Engine（標準ティ・エンジン） 
2. μT-Engine（マイクロ・ティ・エンジン） 
携帯情報機器や家電機器や計装機器など主に機器制御を行うためのプラ

ットフォーム。標準 T-Engine が 75mm×120mm、μT-Engine が 60mm×85mm  
3. nT-Engine（ナノ・ティ・エンジン） 
小型家電機器やセンサー等に適用するための、コイン大の機器プラット

フォーム 
4. pT-Engine（ピコ・ティ・エンジン） 
照明器具、スイッチ、センサー、錠、バルブなど、ユビキタス・コンピ

ューティング環境の最小単位に適用する機器のためのプラットフォーム 

 
図 1：左から標準 T-Engine、μT-Engine、n T-Engine、p T-Engine 

 

                                                  
4 例えば、TRONを利用した組込み機器には、自動車のエンジン制御や、インターネット接続機能をもっ
た高機能な携帯電話、コピー・ファックス機、カーナビゲーション、デジタルカメラなどがあります。 
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T-Kernel 

 T-Kernelは、標準 T-Engine、μT-Engine上で動作する、標準リアルタイ
ム OS（基本ソフトウェア）です（左図参照）。T-Kernel は TRON プロジェ
クトで約 20年にわたって培われた ITRON5 OSの技術が投入されています。 
 T-Kernelの利点は、まず第一に、外部入力に対する高い応答性能（リアル
タイム性能）を備えていることです。第二に、動的な資源管理機能を有して

いること、シングルソース原則を堅持していることから、T-Kernel上に構築
されるミドルウェアやアプリケーションソフトウェアの高い互換性が実現さ

れ、組込み分野においても、大量のソフトウェアが流通できることです。既

に、T-Kernelの上には、次の通り多くの互換ミドルウェアが構築されていま
す（図 2）。 

 
図 2：T-Engine アーキテクチャ 

 
 

T-Kernel の IP ポリシー 

 T-Kernel は T-Engine フォーラムが定めた、オープンなシングルソースポ
リシーに従ったライセンスに従っています。これは現在のオープンソースソ

フトウェアの代表的なライセンスである、GPL（General Public License）
とは異なり、カーネルを移植したり改造した場合に、変更部分を非公開にす

る権利を放棄することを強制したり、バイナリーコードとともにソースコー

ドを同時に公開することを強制しません。このように、T-Engineフォーラム
のオープンシングルソースライセンスは、組込みシステムの製品開発に適し

                                                  
5 ITRON: Industrial TRON 

T-Kernel 仕様書 
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たライセンス形式です。T-Kernelのソースコードは全て公開されており、誰
もがソースコードを見て、利用することができます。また、ソースコードは、

T-Engineフォーラムが責任をもって構築しており、ソースコードをめぐるラ
イセンス問題がおきないことを保証しています。 
 
T-Kernel 上に構築されたミドルウェア 
1. T-Wireless (NTT DoCoMo) 

T-Kernel上で動作する、第三世代携帯電話のためのミドルウェア群 
2. T-Java (Sun Microsystems, Aplix, etc.) 

T-Kernel上で動作する、Java実行環境 
3. T-Linux (MontaVista, etc.) 

T-Kernel上で動作する Linuxカーネル 
4. T-Integrator (NexWave) 

T-Kernel上で動作する NexWave社の情報家電用基本ソフトウェア 

 

T-Kernel と他 OS とのハイブリッド化機構：T-Bus 

 既に市場には、様々な分野で様々な基本ソフトウェアが存在し、その上に

多くのソフトウェア資産が形成されています。T-Kernelの上でもこれらのソ
フトウェア資産が利用できるために、“T-Bus”（ティ・バス）をいうメカニズムを
提供しています。これを使うと、既存の基本ソフトウェアと T-Kernelを同じ
コンピュータ上で動作させ、互いの協調動作させることができます（図 3）。 
 例えば、T-Bus を使って同じコンピュータ上で、T-Kernel と Windows 
CE .NETを動作させて、デジタルカメラを作ることを考えます。高度なリア
ルタイム性が必要なフォーカス制御部分には、高いリアルタイム性能がある

T-Kernel を用いて、ユーザインタフェースや他の機器との通信部分に
Windows CE.NETを使い、その間を T-Busが接続することができます。 
 

T-Kernel 上の 

ミドルウェア 

  

他の OS 

(例: Windows CE .NET）

 

   

T-Bus 

  

 

T-Kernel 

 

図 3：T-Bus 
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問い合わせ先 
T-Engineに関するお問い合わせは、以下にお願いいたします。 
T-Engineフォーラム 

URL:  http://www.t-engine.org/ 
e-mail： office@t-engine.org 
ファックス： 03-5437-2271 
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資料 2 

T-Engine Architecture 
 

    
  Native Extensions    Ported Extensions   Remote 

Machine 

 T-Kernel/TE 
Tiny Extension 

T-Kernel/SE 
Standard 
Extension 

T-Kernel/EE 
Enterprise 
Extension 

 T-Linux T-Integrator T-Java T-Wireless …  Middle-
ware 

                    

    T-Bus  
   

           T-Kernel Standard Device Drivers    

   
T-Monitor   

    
 

μT-Engine 
 

T-Engine      

 eTRON     eTRON  
      

 Computer Network 
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資料 3 

Windows CE .NET と T-Engineの位置づけ 
 
 T-EngineとWindows CE .NETのハイブリッドアーキテクチャによって、
マイクロソフト社のWindows CE .NETアーキテクチャ上の豊富なアプリケ
ーション・ソフトウェアと、TRONアーキテクチャ上の豊富なリアルタイム・
ソフトウェアが、一つのマシンの上で互いに協調しながら動作することが可

能になります。 
 例えば、下図はデジタルビデオカメラの例です。既に TRONアーキテクチ
ャの基本ソフトウェア（オペレーティングシステム）は、世界的に最先端を

ゆく、日本のデジタルビデオカメラで使われており、光学系の制御や手ぶれ

補正、フォーカス制御など、高応答性が要求される多くのソフトウェア資産

を有しています。一方、Windows CE .NET 上には、Windowsスタイルのユ
ーザインタフェースや、通信機能とWebブラウザ、メールソフトウェアなど
の豊富なソフトウェア資産があります。これらのソフトウェアを一つのマシ

ンの上で動かし、T-Bus というハイブリッドアーキテクチャのための標準ミ
ドルウェアを使うことで、両者の間を接続することができます。 
 従って、T-Engine／Windows CE .NETハイブリッドアーキテクチャを使
えば、Windows CE .NETアーキテクチャと TRONアーキテクチャの双方の
ソフトウェア資産を相互に利用しあい、より高度な機能をもったデジタルビ

デオカメラを、短い期間で開発を行い市場に投入することが可能となります。 
 

焦点制御  

外部から

のイベン

ト入力 

  

 Windows 利用者インタフェース 

↓↑  ↓↑    ↓↑   ↓↑   ↓↑ 

T-Kernel 

タスク 1 
… 

T-Kernel

タスク m 

←

→

←

→

WindowsCE 

アプリケー

ション 1 

WindowsCE 

アプリケー 

ション 2 

… 

←

→

T-Bus

←

→

   

Windows CE .NET 
 

 

T-Kernel 
 

 

T-Engine 
例：デジタルビデオカメラの例 
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資料 4 

T-Engine フォーラム 
 

T-Engine フォーラムとは？ 

 T-Engineフォーラムは、坂村健・東京大学教授が提唱する、T-Engineアー
キテクチャの確立と、T-Engineやユビキタス ID 技術を用いたユビキタスコン
ピューティング環境の構築を目指し、研究開発や標準化、普及啓発活動、ユ

ビキタス IDセンターの活動を行う、2002年 7月に発足したインターナショ
ナルな技術フォーラムです。現在6、世界各国の企業や研究機関などから構成

される会員数は約 250からなり、現在ユビキタス分野における世界最大のフ
ォーラムとなっています。 
 

T-Engine フォーラムの概要 

 
会長 
坂村健・トロンプロジェクトリーダー／東京大学教授／YRPユビキタスネッ
トワーキング研究所所長 
 
会員 
2447社 

世界各国の情報通信系企業が中心（詳細は、別紙の会員リストをご覧ください） 

 

問い合わせ先 
T-Engineフォーラムに関するお問い合わせは、以下にお願いいたします。 
T-Engineフォーラム 

URL:  http://www.t-engine.org/ 
e-mail： office@t-engine.org 
ファックス： 03-5437-2271 

                                                  
6 2003年 9月 25日現在 
7 2003年 9月 25日現在 
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資料 5 

T-Engine フォーラム会員リスト 
 

幹事会員 

株式会社アプリックス 
イーソル株式会社 
伊藤忠商事株式会社 
NECエレクトロニクス株式会社 
NECソフト株式会社 
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
株式会社サトー、サムスン綜合技術院 
サン・マイクロシステムズ株式会社 
株式会社 CSK 
大日本印刷株式会社 
株式会社デンソー 
株式会社東芝 
凸版印刷株式会社 
日本ユニシス株式会社 
パーソナルメディア株式会社 
ピクセル・テクノロジーズ株式会社 
株式会社日立製作所 
株式会社日立超 LSIシステムズ 
株式会社ピンチェンジ 
富士通株式会社 
横河ディジタルコンピュータ株式会社 
株式会社横須賀テレコムリサーチパーク 
株式会社ルネサステクノロジ  

 

A 会員 

株式会社 ACCESS 
株式会社アドバンスド・データ・コントロールズ 
株式会社アプリックス 
イーソル株式会社 
伊藤忠商事株式会社 
株式会社エイチアイ 
NECエレクトロニクス株式会社 
NECソフト株式会社 
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 
エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社 
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
株式会社エルミックシステム 
沖電気工業株式会社 
オムロン株式会社 
オムロンソフトウェア株式会社 
株式会社ガイア・システム・ソリューション 
京セラエルコ株式会社 
株式会社グレープシステム 
株式会社 KDDI研究所 
株式会社サトー 
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サムスン綜合技術院 
サン・マイクロシステムズ株式会社 
株式会社 CSK 
J-フォン株式会社 
シャープ株式会社 
住友電工ハイテックス株式会社 
ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズ株式会社 
ソリッド株式会社 
大日本印刷株式会社 
太陽誘電株式会社 
株式会社田村電機製作所 
株式会社デジオン 
株式会社デンソー 
株式会社東芝 
東芝情報システム株式会社 
凸版印刷株式会社 
トッパン・フォームズ株式会社 
日本オラクル株式会社 
日本システムウエア株式会社 
日本電気株式会社 
日本電信電話株式会社 
日本ユニシス株式会社 
NexWave Solutions, SAS 
株式会社野村総合研究所 
パーソナルメディア株式会社 
ピクセル・テクノロジーズ株式会社 
日立エンジニアリング株式会社 
株式会社日立製作所 
株式会社日立超ＬＳＩシステムズ 
株式会社ピンチェンジ 
株式会社フェイス 
富士通株式会社 
ブラザー工業株式会社 
株式会社マクニカ 
松下電器産業株式会社 
三井物産株式会社 
三菱電機株式会社 
株式会社明電舎 
メトロワークス株式会社 
MontaVista Software, Inc. 
矢崎総業株式会社 
ヤマハ株式会社 
横河ディジタルコンピュータ株式会社 
株式会社横須賀テレコムリサーチパーク 
株式会社リコー 
株式会社ルネサステクノロジ 

 

B 会員 

アーム株式会社 
RSAセキュリティ株式会社 
株式会社アイ・エス・ビー 
株式会社アイ・シー・エー 
アイピーフレックス株式会社 
株式会社アクセル 
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アップウインドテクノロジー・インコーポレイテッド 
株式会社アドバンスト･メディア 
アポロ技研株式会社 
株式会社網屋 
アルパイン株式会社 
株式会社イーエルティ 
イーシム・ジャパン株式会社 
インフィニオンテクノロジーズジャパン株式会社 
ウインドリバー株式会社 
株式会社エーアイコーポレーション 
株式会社エイ・ジー・アイ 
ＥＸ．株式会社 
株式会社エヌアイデイ 
ＮＥＣ東芝スペースシステム株式会社 
Electronics and Telecommunications Research Institute 
オニコス株式会社 
オリックス・システム株式会社 
カシオ計算機株式会社 
京都マイクロコンピュータ株式会社 
キャッツ株式会社 
KDDI株式会社 
株式会社コア 
株式会社コスモ・サイエンティフィック・システム 
コニカフォトイメージング株式会社 
株式会社コネクトテクノロジーズ 
三宝システム株式会社 
サンリツオートメィション株式会社 
株式会社シスウェーブ 
株式会社システムプロ 
株式会社システムワット 
シマフジ電機株式会社 
新日鉄ソリューションズ株式会社 
有限会社シンビー 
Ｓｋｙ株式会社 
スタンダードマイクロシステムズ株式会社 
セイコーインスツルメンツ株式会社 
セイコーエプソン株式会社 
株式会社セック 
株式会社セネット 
株式会社セントラル情報センター 
ソニー株式会社 
株式会社ソフィアシステムズ 
ソフトパーク株式会社 
株式会社ソーワコーポレーション 
株式会社ダイナックス高松 
タキゲン製造株式会社 
株式会社タクミック・エスピー 
立野電脳株式会社 
株式会社タンバック 
株式会社つうけんアドバンスシステムズ 
株式会社 ディー・ディー・エス 
株式会社テクノスコープ 
テクマトリックス株式会社 
株式会社デンソークリエイト 
テンプスタッフ・テクノロジー株式会社 
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株式会社ナカヨ通信機 
日本 NCR株式会社 
日本ダイナミックシステム株式会社 
日本電気エンジニアリング株式会社 
日本ビクター株式会社 
ニューソン株式会社 
株式会社ネビット 
バイテックシステムエンジニアリング株式会社 
株式会社半導体エネルギー研究所 
株式会社日立アドバンストデジタル 
日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社 
日立マクセル株式会社 
株式会社日野エンジニアリング 
株式会社フォーワンファースト 
富士写真フイルム株式会社 
富士ゼロックス株式会社 
富士ゼロックスエンジニアリング株式会社 
株式会社富士通コンピュータテクノロジーズ 
富士通ディジタル・テクノロジ株式会社 
株式会社富士通プライムソフトテクノロジ 
富士電機株式会社 
株式会社ホットリンク 
株式会社マースエンジニアリング 
株式会社的 
ミップス・テクノロジーズ 
株式会社メガチップス 
メディアキュー株式会社 
メンター・グラフィックス・ジャパン株式会社 
株式会社モバイルコンピューティングテクノロジーズ 
株式会社山武 
ヤマハ発動機株式会社 
ユニコテクノス株式会社 
ユニデン株式会社 
株式会社リックテレコム 
リード エグジビション ジャパン株式会社 
Renesas System Solutions Asia Pte. Ltd. 
ローム株式会社 
株式会社ワコム 

 

e 会員 

アイ・ティー・エックス株式会社 
株式会社アイティフォー 
株式会社 ACCESS 
株式会社アプリックス 
株式会社アマダ 
株式会社アルゴ２１ 
株式会社イシダ 
イーソル株式会社 
伊藤忠商事株式会社 
岩谷産業株式会社 
株式会社インターテクノ 
株式会社インターネット総合研究所 
インフィニオンテクノロジーズジャパン株式会社 
株式会社エイジス 
株式会社エイチアイ 
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NECエレクトロニクス株式会社 
NECソフト株式会社 
NECトーキン株式会社 
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社 
エヌ・ティ・ティ・コムウェア株式会社 
NTTソフトウェア株式会社 
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 
株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ 
エル・エス・アイ ジャパン株式会社 
Electronics and Telecommunications Research Institute 
王子製紙株式会社 
大谷化学工業株式会社 
大塚製薬株式会社 
株式会社岡村製作所 
沖電気工業株式会社 
オムロン株式会社 
オムロンソフトウェア株式会社 
オリンパスシステムズ株式会社 
株式会社ガイア・システム・ソリューション 
カタリナマーケティングジャパン株式会社 
金沢工業大学 
キーウェアソリューションズ株式会社 
キヤノン株式会社 
株式会社九州テン 
京セラエルコ株式会社 
株式会社グレープシステム 
ケイテックデバイシーズ株式会社 
株式会社恵和ビジネス 
株式会社コア 
鴻池運輸株式会社 
コクヨ株式会社 
財団法人 雑賀技術研究所 
株式会社サトー 
サンコール株式会社 
サン・マイクロシステムズ株式会社 
株式会社シーイーシー 
株式会社 CSK 
株式会社シイエヌエス 
株式会社システムアドフォース 
シャープ株式会社 
株式会社ジョナサン 
新日軽株式会社 
スター精密株式会社 
住友電工ハイテックス株式会社 
セイコーエプソン株式会社 
株式会社セコニック 
セントラル・コンピュータ・サービス株式会社 
ソニー株式会社 
株式会社ソフィアシステムズ 
ソリッド株式会社 
大日本印刷株式会社 
株式会社太陽堂印刷所 
太陽誘電株式会社 
橘テクトロン株式会社 
株式会社田村電機製作所 
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株式会社デジオン 
株式会社データ通信システム 
株式会社デンソー 
テンタック株式会社 
株式会社東芝 
東芝情報システム株式会社 
東レインターナショナル株式会社 
東洋製罐グループ綜合研究所 
図書印刷株式会社 
凸版印刷株式会社 
トッパン・フォームズ株式会社 
西日本電信電話株式会社 
ニチエレ株式会社 
株式会社日経 BP 
日新運輸工業株式会社 
日本オラクル株式会社 
日本クレセント株式会社 
日本コムシス株式会社 
日本システムウエア株式会社 
日本製紙株式会社 
日本電気株式会社 
日本電気エンジニアリング株式会社 
日本電算株式会社 
日本電信電話株式会社 
日本電波工業株式会社 
日本農業ＩＴ化協会 
日本郵船株式会社 
日本ユニシス株式会社 
NexWave Solutions, SAS 
株式会社ネットワーク技術研究所 
株式会社野村総合研究所 
株式会社博報堂 
パーソナルメディア株式会社 
株式会社ビーエフ 
ピクセル・テクノロジーズ株式会社 
日立エンジニアリング株式会社 
株式会社日立製作所 
日立物流ソフトウェア株式会社 
日立プラント建設株式会社 
株式会社ピンチェンジ 
株式会社フェイス 
富士ゼロックス株式会社 
富士通株式会社 
富士通エフ・アイ・ピー株式会社 
富士通ディジタル・テクノロジ株式会社 
富士電機リテイルシステムズ株式会社 
株式会社ブイ・アール・テクノセンター 
ブレーンフォーラム株式会社 
ブラザー工業株式会社 
プラススペースデザイン株式会社 
ペガサスネット株式会社 
株式会社ベーシック 
株式会社マクニカ 
株式会社マーステクノサイエンス 
松下電工株式会社 
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丸紅株式会社 
ミップス・テクノロジーズ 
三菱商事株式会社 
三菱樹脂株式会社 
三菱電機株式会社 
村田機械株式会社 
株式会社明電舎 
矢崎総業株式会社 
株式会社ヤマタネ 
ヤマハ株式会社 
株式会社横須賀テレコムリサーチパーク 
株式会社リコー 
リンテック株式会社 
株式会社ルネサステクノロジ 
ローム株式会社 
 
以上 
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TRONSHOW2004/TEPS2004 
 
■会期 

2003年 12月 11日（木）～13日（土） 
z TRONSHOW 2004 

2003年 12月 11日（木）～13日（土）  
z TEPS2004（TRONイネーブルウェアシンポジウム） 

2003年 12月 13日（土）  
 
■会場 
東京国際フォーラム ホール B7 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内 3-5-1 
JR・地下鉄有楽町駅より徒歩 1分／JR東京駅より徒歩 5分 

 
■主催 
トロンシンポジウム実行委員会 
社団法人トロン協会 
T-Engineフォーラム  
 

以上 


